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露日関係研究資料としてのエルミタージュ国立美術館の 
日本芸術コレクション 
 
アレクセイ・ボゴリュボフ（翻訳 荒川好子） 
 
エルミタージュ国立美術館は、ロシアのみならず世界でも有数の芸術文化歴史博物館で、そ
のコレクションは芸術作品や世界的文化品 300 万点以上を誇り、それらは様々な時代、様々な
国々、様々な文明、芸術的伝統や物質的伝統を今に伝えている。これらのコレクションは、ロ
シアの人文科学の発展と、世界有数の学者たちが導く多くの学派の形成に大きな役割を担って
きた。 
エルミタージュ国立美術館は、科学研究所であると同時に、世界中の傑作が交差する巨大観
光地でもある。何世紀にも渡り収集されてきたエルミタージュの貯蔵品は、収集家たちの卓越
したセンスを今に伝え、ヨーロッパの流行だけでなく世界の流行、時代ごとの芸術的嗜好の変
化や重要なロシアの歴史的事実を表している。また、エルミタージュのコレクションは、諸国
の文化研究に大きな価値があり、ロシア政治が困難を期していた時期には、世界諸国の文化や
ロシアの歴史的・芸術的伝統を来館者に知らせる重要な役割を果たした。さらに、研究者に本
物の資料に触れ作業する機会を与えたのもエルミタージュだった。 
エルミタージュのコレクションのひとつひとつがテーマを生み、問題点を明らかにし、価値
ある科学的議論へと導く非常に興味深い道しるべとなる。エルミタージュのコレクションは、
様々なテーマを掲げる多様な国際展示プロジェクトをオーガナイズすることを可能にするほど
のものである。 
エルミタージュは、西洋芸術の収集から始まり、実際西洋コレクションが多く収蔵されてい
るが、西洋以外のコレクションも多い。東洋の文化芸術コレクションも西洋のそれに劣ること
はないと筆者は考えている。1852 年 2 月、当時の皇帝ニコライ 1 世の令でエルミタージュが公
開されたが、そのときすでに来館者たちは東洋のコレクションを見ることができたであろう。
当時の東洋文化という区分けは、イスラム東洋とコーカサス、中国、極東が東洋と考えられて
おり、エジプト文化芸術は別の展示室が用意されていた。少し経ってから、日本固有の芸術品
や伝統工芸品が表れたが、それは中国を経由して入り長年中国のものだと思われてきたもので
あった。 
18 世紀初めになってから、ロシア帝国は、東洋に関する情報を収集し、地図の更新を行った。
                                                     
 Коллекция японского искусства Государственного Эрмитажа, как источник изучения российско-японских 
контактов. 
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また、学者たちによって民俗学的論文が発表されることなどで、東洋民族の精神世界に徐々に
興味を示していった。ロシアにおける日本についての知識の形成に大きな役割を果たしたのは、
日本大主教ニコライによる出版物である。神学教育を受けサンクトペテルブルク神学アカデ
ミー理事会から神学博士の博士号を受けた聖ニコライは、民族誌学者であり同時に東洋学者で
もあった。「モスコフスキエ・ヴェドモスチ」や「ルースキー・アルヒフ」や「ミッシオネル」
といった出版物に取り上げられた日本文化や日本史に関する彼の記事によって、日本の信仰や
風習が広く知られるようになった。特に人気があったのは、ロシアで当時権威のあった「イス
トリーチェスキー・ヴェスニク」に掲載された「将軍と帝。日本資料による歴史的エッセイ」
だった1。ニコライは、当時の日本の生活や日本人の性格の特徴について熱心に語った。これは、
ロシアで最初の日本に関する詳細かつ完全な物語で、読者の間で幅広い反響を呼んだ。 
欧州の東洋諸国への関心は政治的事実と直結していた。ロシアはヨーロッパ諸国に対し強い
競争心を抱いており、対東洋政策で諸外国と対立していた。この東洋への関心が東洋諸国の文
化的伝統をより深く研究することに繋がるのである。 
現在 1 万点に及ぶエルミタージュの日本コレクションの多くは、この時期に収蔵されたもの
だ。 
エルミタージュの日本コレクションの歴史は、東の隣国としての日本にロシアが関心を抱い
た時期と、欧州諸国にとって驚くべき独自の文化を持つ国としての日本に関心を抱いた新しい
時期と、２つの段階に分けることができる。今日確信を持って言えることは、エルミタージュ
の日本芸術コレクションは日露文化交流の発展に大きく影響したということである。日本芸術
の収蔵品は日出る国日本の芸術的伝統と精神的伝統を映し出している、その日本芸術の収蔵品
があったからこそ、日本芸術作品を研究を研究する専門家が生まれ、ロシアにおける日本学の
学派が形成されたのである。 
すでに国立美術館となっていたエルミタージュに、国有化された個人コレクションが収蔵さ
れた頃、エルミタージュの日本芸術コレクション形成にもロシア史の政治的紛争が大きく影響
した。 
19 世紀から 20 世紀はじめにかけて作品の収集が進められ、長きに渡り専門家により中国の
ものだとされてきた文化芸術作品の属性定義の作業が行われた。その結果、20 世紀には展覧会
が開かれるようになり人気を博したが、常設の日本芸術展示物がエルミタージュに置かれるよ
うになったのは、2008 年になってからであった。これはエルミタージュの活動において非常に
画期的な出来事であった。 
最初の展示の中には、観客を驚かせる多くの奇妙なものがあった。それは、開拓者ウラジー
                                                     
1 聖ニコライ『将軍と帝。日本資料による歴史的エッセイ』「ルースキ ・ーヴェスニク」1869 年№11. P.297-208. 
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ミル・ワシリエビチ・アトラソフによって 18 世紀終わりに日本からロシアに持ち込まれたもの
だった。当時まだ、のちにクレムリンで保管されることになる日本のお金をモスクワの人々が
初めて目にした頃であった。また、日本からモスクワに持ち込まれたものの中には、和服や版
画もあり、それらはのちにエルミタージュに収蔵された2。 
日本コレクションはエカテリーナ 2 世の統治のときも購入されている。エカテリーナ女帝は
世界的芸術傑作を購入するためにかなりの資金を費やしたが、彼女が現在のエルミタージュの
コレクションの基礎を築いたのである。エカテリーナ 2 世統治の頃、東洋の奇妙なものが流行
り、18 世紀、西洋絵画や美術品、工芸品や衣装、庭園や公園などあらゆるものに、中世の中国
のモチーフやスタイルを用いることが持てはやされた。この東洋のモチーフの流行は、シノワ
ズリとして知られる様式を形成した。欧州での流行を通して、ロシアでも東洋が流行し始める
ようになり、中国のエキゾチックなものを収集するようになった。その中には上記のように日
本のものもあったのである。 
18 世紀から 19 世紀にかけて、教養高い上流階級の間で、日本芸術に注目が集まるようになっ
た。クラキン、ユスポフ、ニコライ・シェレメチェフといったヨーロッパで教育を受けた若者
で「ロシアの若い外交官」と呼ばれたグループ（「ライデングループ」とも呼ばれた）が、すば
らしい日本芸術作品の収集を行った。のちにそれらはソビエト政権になってからエルミター
ジュに収蔵されることになる。 
20 世紀はじめに、エルミタージュは当時すでに約 1 万点もあった東洋コレクションのシステ
ム化を試みた。その中には、1882 年に明治天皇からアレクサンドル 3 世に送られた中世の金貨
銀貨 54 枚など、当時世界中どこの美術館にもこのような貨幣コレクションはなく3、まさに他
に類を見ないものがあった。 
エルミタージュの日本芸術コレクションに大きな歴史的意味をもつのは、日本からロシア大
公たちによって持ち込まれたものである。1891 年、のちのロシア皇帝となるニコライ皇太子の
日本訪問の際に、ニコライは多くのエキゾチックなものを持ち帰った。その中には、芸術性の
高い工芸品や絵画などがあり、中でも日本画家山下りんの「復活」というイコン画の価値が高
い。 
ニコライ皇太子が日本から持ち帰った収集品の歴史的、そして芸術的価値は非常に高いもの
であった。特に、1889 年に京都の川島甚兵衛によって作られた「犬追物」の綴織は特記に値す
る収蔵品である。これは 1890 年の内国勧業博覧会で明治天皇が購入したもので、ニコライ皇太
子来日時に贈られたものだ。綴織は、日本の天皇家の菊とロシアの双頭の鷲の２つの紋章で飾
                                                     
2 色とりどりのロシア http://ricolor.org/rz/iaponia/jr/cu/ermitag/ 
3 色とりどりのロシア http://ricolor.org/rz/iaponia/jr/cu/ermitag/  
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られていた4。こうして、川島の芸術作品は日露相互関係の象徴となったのだ。 
国立エルミタージュ美術館の日本コレクションの大きな転機となったのは、20 世紀はじめで
あった。ロシアで歴史的事件が起こった 1917 年、美術館は一般に公開されることになった。こ
のとき、エルミタージュのコレクション自体が大きく変化し、残念なことに、多くの芸術作品
が国外に売却されてしまったが、ロシア貴族収集品が国有化され、一方でコレクションの追加
されるものもあった。このとき追加されたものの中で、東洋諸国や日本芸術のコレクションの
ほとんどは、ユスポフ家、クチュベイ家、シェレメチェフ家、クシェレワ・ベズボロトコ家か
らのものだった。こうして、1920 年 10 月 1 日コレクションの増加でエルミタージュの中に東
洋部門を新設することができた。 
1925 年から 1926 年にかけて、エルミタージュに日本の作品がシュチグリツのコレクション
から収蔵された。当初からこのコレクションは名高く、特に 19 世紀の赤色の入った深いエナメ
ルの陶器作品が高く評価されていた。また、シュチグリツのコレクションには 1500 点もの浮世
絵のコレクションや、16 世紀から 19 世紀の塗り物や中世の武器のコレクションもあった。こ
のように、シュチグリツのコレクションでエルミタージュの日本コレクションは豊かになった5。 
このように、個人コレクションからエルミタージュに持ち込まれたものが調査され日本芸術
作品だと属性の定義がされたものもあるが、中には中国のものだとされていたものから日本の
ものだと再定義されたものもあった。 
1957 年ソビエト政府は、現代日本工芸品を約 300 点を購入した。これは、当時有数のソ連の
専門家と日本の芸術専門家とで構成された特別委員会が選んだもので、のちに国立エルミター
ジュではじめて日本芸術に注目した展示会で展示された。展示品は日本芸術の特異性を実証す
るもので、展示会に際しエルミタージュの日本芸術作品の概要や日本芸術発展の歴史（17 世紀
末から 20 世紀まで）といった非常に興味深い論文が準備された。 
この展示会は展示室 1 室だけで行われた小規模なものだったが、他に類のない展示品を通し
て、どのように日本のものがロシアに入って来たのかその歴史的経緯を見ることができた。ま
た、春信、歌麿、北斎、広重の浮世絵や、16 世紀から 17 世紀の絹に描かれた絵画が展示され、
エルミタージュの予備倉庫で眠っていた日本の民芸品や武器や加工金属なども来館者に公開さ
れた。 
この展示会は反響を呼び、エルミタージュの日本芸術の歴史において大きな役割を果たすこ
ととなった。常設展示会を開くことを美術館管理部門に決定したのである。それを受けて、1953
年からビクトリア・ダシュケビッチという女性職員がエルミタージュに勤務するようになった。
                                                     
4 現在、綴織は参謀本部の建物で開催されている「皇帝への贈り物」展にて公開されている。 
5 色とりどりのロシア http://ricolor.org/rz/iaponia/jr/cu/ermitag/ 
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彼女は、ロシアの日本学専門家を多く集め、彼らと共に日本芸術・日本文化の属性の定義や貯
蔵品のシステム化に尽力した。展示会は大きな成功を収め日本芸術への関心をさらに呼び、エ
ルミタージュの新しい展示プロジェクトに盛り込まれることになった。 
1962年エルミタージュで現代日本絵画の新しい展示会が開かれた。展示品は日本画 160点で、
その後 5 年後にも一般に公開された。 
1965 年には、工芸品が展示会のテーマとなり、1957 年の収蔵品が展示された。 
次のエルミタージュでの日本芸術展示会は 1966 年で、葛飾北斎の作品をテーマにしたもの
だった。 
1969 年新しい展示会「古代中世日本の彫像」が、日本の寺の僧侶たちの代表団によって開催
された。 
1972 年にエルミタージュの日本芸術コレクションはさらに追加された。研究者たちと S.P.
ワルシャフスキーの意向で、根付とカラーの版画のコレクションが収蔵されたのだ。コレクショ
ンは非常にセンスよく構成され、多くの展示品は国立エルミタージュが日本芸術作品の中でも
誇るべきものとなった。ワルシャフスキーのコレクションは、これまで何度もエルミタージュ
で展示されている6。 
展示会開催と同時に、国立エルミタージュでは日本芸術作品の研究も行われ、新しい展示カ
タログが作成された。 
国立エルミタージュの日本コレクション最初の研究員である V.T.ダシュケビッチは、国立エ
ルミタージュ収蔵品の中に歌川広重の作品が多くあることを研究で明らかにした7。 
このように、国立エルミタージュの日本芸術コレクションは、美術館に寄贈されたものや購
入したもので現在も増え続けているが、個人コレクションの中にも非常に興味深いものが残さ
れている。たとえば、サンクトペテルブルクの武器庫博物館で行われた個人コレクションの展
示会、2012 年「サムライ Art of War」や 2014 年「サムライ 47Ronin」では、多くの日本芸術文
化作品が展示された8。 
常設展示の開催は、国立エルミタージュにおける日本芸術の歴史で需要な出来事となった。
展示スペース、ジャンル、芸術品の種類において、既存の展示会よりさらに充実した「日本の
文化と芸術」という常設展示が 2009 年にオープンした9。過去 25 年間に収蔵された展示品やベ
ルリンのアジア芸術博物館の展示品が追加された。 
展示会では、日本の伝統文化が鮮やかに開花した時代、特に徳川の時代（1603 – 1868）の日
                                                     
6 「S.P.ワルシャフスキーのコレクションの根付と日本版画」展示会カタログ。レニングラード 1983 年 
7 V.ダシュケビチ『広重』レニングラード「イスクストヴォ」1974 年 
8 サムライ Art of War http://www.isamurai.ru/   
9 エルミタージュが「日本の文化と芸術」展を開催 http://tvkultura.ru/article/show/article_id/28345 
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本芸術作品が公開された。エルミタージュには、1500 以上のカラー木版画が収蔵されているが、
その中には少数ではあるが 18 世紀半ばから 20 世紀にかけての有名な浮世絵師（鈴木春信や歌
川国芳など）の作品を含む。 
エルミタージュの特に評価の高い展示品は、17 世紀から 19 世紀のミニチュア細工の根付コ
レクションである。エルミタージュには、有名な流派、有名な根付師、根付に特徴的なストー
リーを有する根付が収蔵されている。14 世紀から 20 世紀の磁器、陶器、漆器、布や衣装のコ
レクションや武器（剣、鍔、目貫など）などの工芸品も常設展示で公開されている。 
エルミタージュでは近年、エルミタージュの収蔵品だけに限らず、外国の美術館や芸術家に
よって企画された日本文化芸術臨時展示会も多く開催されている。 
2015 年になってはじめて２つの日本文化展示会が同時開催された。 
「樂-茶碗の中の宇宙。日本コレクションの中の芸術作品」展が 2015 年 7 月 10 日に小エルミ
タージュで開催された。この展示会は、プーシキン名称国立芸術美術館、樂美術館、国際交流
基金、在ロシア日本国大使館と、京都国立近代美術館によって開催された。展示会では、茶碗
や茶筒のほか、茶道の道具が展示された。初代長次郎から 400 年続く樂歴代の作家たちの「樂-
茶碗の中の宇宙」をテーマに独自の美を追求してきた樂焼の心を反映する装飾と形がすばらし
い作品が展示された。展示会では日本の工芸品の特徴を表すだけでなく、日本の精神世界や物
質的文化や日本の生活における伝統の特別な役割を示している10。 
そして 2015 年 7 月 20 日、国立エルミタージュで「永遠の喜びの器」展という日本の急須の
展示会が開かれた。この展示会では、何世紀も受け継がれてきた作法や日本人のメンタリティー
の特徴や日本の精神文化を反映した日本の伝統的な茶道をテーマにしたものだ。この展示会は、
国立エルミタージュのコレクションからなるものだったが、エルミタージュにしかない展示物
もあり、ロシアで最も総合的な茶道具の展示会となった11。 
エルミタージュのコレクションは、日本と外国、そして日本とロシアの関係発展の過程を伝
えるコレクションが収蔵されていることにも高い価値がある。 
次に、エルミタージュのコレクションの中から、日本とロシアの文化交流の重要な歴史的出
来事を表す２つのものについて、詳しく見てみたい。まずそのひとつは、日本とロシアの文化
交流の最前線にいた大黒屋光太夫が作成した日本地図である（図 1）。 
 
                                                     
10 カタログ「樂-茶碗の中の宇宙。日本コレクションの中の芸術作品」サンクトペテルブルク 2015 年 
11 カタログ「永遠の喜びの器。エルミタージュの煎茶の日本の急須コレクション」サンクトペテルブルク
2015 年 
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図１ 
（筆者撮影） 
 
この地図は、大きさ 74,5 × 148cm の四角い紙（絹）の巻紙で、右側には日本語で「大日本」
「伊勢国白子」「大黒屋光太夫」とかかれており、1781～1789 年の年号である「天明」と書か
れている。この地図作成の歴史は波乱に富んだ 18 世紀の終わりに遡る。 
さまざまな歴史的資料によって周知のように、1783 年 1 月 15 日「神昌丸」が出航したが、
その後、嵐に遭い 7 ヶ月もの間海の上をさまよった。その後、アムチトカ島（カムチャッカ）
の海岸にたどりついた。4 年間の島での生活で、16 人の生存者のうち（17 人の乗組員のうち 1
人は海上で亡くなった）9 人が亡くなった。他の者はロシア人の助けで島からイルクーツクに
渡った。日本人の船乗りたちはイルクーツクに着くまでに 6 人になっていた。その生存者の中
には、日露相互関係において大きな役割を担うことになる大黒屋光太夫がいた12。 
イルクーツクで日本人船乗りたちは、有名な自然科学者でありシベリア研究者であったキリ
ル（エリク）ラクスマンと知り合った。ラクスマンは、光太夫のエカテリーナ 2 世への謁見実
現に貢献した人物である。公式な謁見の後にも光太夫はさらに何度か宮殿に赴き、女帝に日本
について話して聞かせ、持ってきた和服や日本のものを見せた。光太夫は女帝に本を贈ったが、
このときのコレクションがロシア帝国科学アカデミーの日本の蔵書の基礎を築いた。キリル・
                                                     
12 D.ケン『日本人がヨーロッパを開拓する 1720-1830』モスクワ 1972 年 
  G.D.イワノワ『19 世紀から 20 世紀はじめの日本にいたロシア人』モスクワ 1993 年 
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ラクスマンは、日本人船乗りたちを日本に帰すことを口実に日本に大使に送ってはどうかと女
帝に提案した。エカテリーナ２世はこの提案を日本との貿易を始めるいい機会だと判断し、遠
征に関する勅令にサインした。そして、1792 年アダム・ラクスマン（キリル・ラクスマンの息
子）を長とする最初のロシア遠征隊が日本の海岸に着いた。ロシア人が日本に現れたことは、
日本で様々な反響を呼んだ。オランダ船を除く外国船は日本の港への入港が許されてなかった
ため、幕府は大変難しい選択を迫られた。ロシア船は港に入ることが許された。それは、1789
年バタビアの船が貿易の提案と将軍への贈呈品を持ってきたとき、贈呈品は拒否されたが、長
崎を訪れることが許されたという先例があったからだ。儒教思想では歴史的先例を重んじるこ
とから、これを基にロシアの船にも港に入ることが許されたのだが、乗組員には厳しい監視が
付けられた。一方、光太夫と磯吉は、幕府の役人に引き渡され、徳川家斉も在席し聞き取りが
行われたが、質問者たち以外他の人々との交流を絶たれ彼らは隔離された。大黒屋光太夫はロ
シアについて詳細に話した。彼は、ロシアの人々について好意を持って語り、ロシアは日本に
対し貿易を力で強制する意思のないことを強調した。ロシアで暮らした光太夫の語った情報は、
日本人最初の体験談だった。光太夫が話したことはすべて記録され、さらにオランダの資料を
用いて信憑性を確かめられたにもかかわらず、できるだけ秘密にされた。光太夫や磯吉の話を
オランダや中国の資料と照らし合わせ、有名な占星家であり歴史家で医師でもあった桂川甫周
は、「北槎聞略」にまとめた。それ、日本人のロシアに対する考えが初めて記されたものとなっ
た。大黒屋光太夫の遠征は、地図の作成を可能にした。これまでの研究で明らかになっている
ように、地図はオランダのものを手本として作成されたが、本州と四国を分ける海がなく、地
図の西側に当時まだ日本ではなかった蝦夷（北海道）が、北には銅の国と呼ばれたロシア領、
東には中国があるなど、いくつか不正確な点も含まれていた13。大黒屋光太夫は、日本の藩、
城、人口の多い土地、主な日本の都市なども地図に書きいれた（１（３）。地図の署名は羽ペン
でドイツ語で書かれている。これはドイツの植物学者であるヨハン・カール・シエベルスによっ
てかかれたことは明らかで、彼は 1785 年サンクトペテルブルクに来たが、皇帝の令によりシベ
リアの植物研究をするためにイルクーツクに行っていたのだ。ヨハン・カール・シエベルスと
大黒屋光太夫は、シベリアで親交を深めた。彼らの交流は、地図の共同作成という結果をもた
らし、これは文化的政治的に大きな意味を持つことであった。イルクーツクで大黒屋光太夫は、
3 枚の地図を書き、それはペテルブルクに送られた。そのうち 2 枚はロシア帝国の首都でドイ
ツ人のシベリア研究者ゲオルギ・フォン・アシャのコレクションに入った。今日ゲッティンゲ
ン大学に保管されている。3 枚目は、19 世紀終わりまでロシア帝国の首都であったペテルブル
クの植物学者シエベルスの子孫のもとにあったが、1892 年シエベルスの子孫が日本人美術商で
                                                     
13 中村シンタロウ『日本人とロシア人。交流の歴史より』モスクワ 1983 年 
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日本文化振興提唱者である林忠正に売却した。19 世紀おわりごろ彼は全世界各地で日本芸術の
最高コレクションの展覧会の活動を活発に行ったが、その活動が世界の芸術に大きな影響を与
えたことは明らかだ14。 
1906 年林忠正は、他の日本芸術品と一緒に光太夫の地図を有名なドイツ人研究者でコレク
ターのエルンスト・グロスとオット・キュムレルに売った。その後、ベルリンのアジア芸術美
術館に 1945 年まで収蔵され、その後、他の文化品と一緒にエルミタージュに収蔵されることに
なった。現在、光太夫の地図は国立エルミタージュの東洋部門で保管されている。世界史を一
転させた出来事の真っ只中の、鮮やかでドラマチックな運命をもつ展示品として、エルミター
ジュの収蔵品の中でも非常に興味深いコレクションのひとつとなっている。 
19 世紀後半、日ロ関係について公式に調印したことで、両国の関係は新しい発展を遂げる。
1858 年函館にロシア領事館が置かれ、日本におけるロシアやその文化についての情報の普及と、
両国の文化交流の発展に重要な役割を担うことになった。最初の露日辞典の著者でもあるヨシ
フ・ゴシケービチが数年間初代駐在領事を務めた。領事館付属で、日本初の正教会が創立され、
司祭は地域住民との交流を図った。 
函館で重要な出来事となったのは、1859 年に日本初の正教会が建設されたことだ。 
1861 年には、ロシア正教会の助祭であったイワン・ワシリエビチ・マホフが日本の子供たち
のための日本初のロシア語の書き方の教科書を書いた。 
教会の信奉者ビッサリオン・レボビチ・サルトフは当時、函館の学校でロシア史を教授し、
その後、初代ロシア領事ヨシフ・アントノビチ・ゴシケービチの提案で最初のグループがペテ
ルブルクに向かった15。 
函館に 24 歳のニコライが来たのは、1861 年の夏だった。彼がサンクトペテルブルクの神学
アカデミーを修了したとき、北海道での募集があり、高齢の司祭マホフが病気でロシアに帰っ
たため、修道司祭になったばかりのニコライが代わりに来たのだ。 
何千キロもの道のりをニコライは天幕を揺らすように進んだ。春を待つ間、アムールのほと
りのニコラエフスクで冬を越し、すぐに函館を目指した。 
彼が目にした日本は、国立エルミタージュのコレクションの中の巻物に残されている。 
司教は日本との出会いについて「私が到着したとき、私の婚約者は詩の中でまだ眠っていた、
私のことなど考えもしないように。そのとき私はまだ若く、集まる人々が私に描く期待や想像
をまだ失くしていなかった。」と記している。 
                                                     
14 林忠正『Japonisme and Cultural Exchanges』東京 2002 年 
15 A.M.ボゴリュボフ『エルミタージュコレクションの 1861 年の函館湾を描いた日本の巻物』「東アジア－
サンクトペテルブルク－ヨーロッパ：文明間交流と経済交流の展望」サンクトペテルブルク 2000 年
P.125-127 
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次に、函館湾を正確に描いた巻物16を見てみよう。ロシアの旗を掲げた船が数隻、アメリカ
の旗を掲げた船が１隻描かれている（図２）17。 
 
 
図２ 
 
この不凍湾には、様々な国から船が着いた。1861 年には 14 席のロシア船が函館港に入港し
た記録が残っている。同年、アメリカの 8 隻の帆船とイギリスの軍艦 2 隻と貿易船 2 隻が係留
されたとされている。 
ニコライは、巻物に記載のある当時の暦より 1 ヶ月遅れである 1861 年 6 月、函館湾に船で着
いたのではないかと、ある程度の確信を持って言うことができる。このように、歴史的重要な
出来事を事前に感じとり、ニコライが目にした日本の土地の一部を絵に残したのは、無名の日
本人画家だったのだ。 
この巻物は、日ロ関係発展と日本におけるロシア正教普及に重要な役割を担った出来事が起
こった当時の雰囲気を今に伝えている。 
                                                     
16 個人コレクションから国立エルミタージュの日本コレクションに巻物が収蔵されたのは 1995 年。国立エ
ルミタージュのインベントリブックに登録され、『長崎湾の景色。湾、ヨーロッパの船、山々を背にしたヨー
ロッパの旗を掲げる大邸宅のある海岸』という本が作成された。巻物はロシア科学アカデミー会員であり
帝国植物園の園長であったカール・イワノビチ・マクシモビチ（1827-1891）の所蔵品だった。1861 年彼は
日本北部の植物の研究のために函館にいた。 
巻物の右側には、日本の暦で日付が書かれており、1861 年 4 月 10 日から 5 月 10 日の間に書かれたものだ
とされている。その隣の列の上のふたつの漢字は函館湾が描かれていることを示している。 
17 F.プロホレンコ『日本へのロシア精神使節団』「信仰と理性」№2. P.2 なお、この写真の掲載にあたり
著作権の問題は生じない。 
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このように、国立エルミタージュのコレクションの中の２つのコレクションを見てきたが、
これらの収蔵品はロシアと日本の歴史的出来事を鮮やかに蘇らせ、歴史的出来事に参加した
人々の人生を通して、二国間の関係について新しく何かに気づかせてくれる。現在の日ロ関係
の基礎をなし、文化交流において大きく貢献した日本大主教ニコライや大黒屋光太夫の功績が
ロシアでも日本でも高く評価されるのは、偶然ではないだろう。 
このように、エルミタージュのコレクションにより研究者たちがオリジナルに接することを
可能にし、新しい研究テーマの基礎となることがこの 2 つの日本コレクションの分析によって
わかった。 
